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複合化のイメージ

次世代に、安心・安全な施設を引き継ぐために

酒田市では、限られた財源の下で様々な課題に対応し、どのようなまちづくりを目指していくのかを考え、望ま

しい公共施設を次世代に引き継ぐため、中長期的な展望に立って、経営的な視点から公共施設の量と質の見直し

（公共施設の適正化）を進めるため「酒田市公共施設適正化基本計画」を策定し、三つの原則と、将来更新費用の

削減目標額を掲げました。

公共施設の適正化を進めるために、今ある施設を最大限有効活用して、コス

ト削減と行政サービスの維持・向上の両立を図るためにも、皆さんの意見が

必要です。

今後、意見交換や、市民参加の機会を設け、市民と行政が一体となって取り

組みます。

「酒田市公共施設適正化基本計画」を策定しました。

原則１ 量的マネジメント

① 施設の複合化・多機能化

③ 新設の抑制

② 施設の統廃合

多機能化のイメージ

スポーツ施設学校教育施設

原則２ 質的マネジメント

① 耐震性の確保、防災力の向上

③ 機能性・利便性の確保・向上

② ひとや環境に優しい公共施設の実現

原則３ 財政的マネジメント

① 予防保全による施設の長寿命化

② 公民連携等による経費の抑制

③ 施設管理・運営の継続的な見直し

将来更新費用の削減目標額 860億円

今後40年間の更新費用に関しては、総量（施設数・延べ床面積）削減による廃止・減床と、民間等施設の有

効活用、予防保全による施設の長寿命化によりコストを削減するとともに、財源不足に対しては施設廃止に伴

う行政コスト削減、行財政改革の推進等により対応します。

経営的な視点から施設のあり方を見直します。

施設の安全性、サービスの向上を図ります。

運営コストの効率化を進めます。

複合化をすると、施設を増

やさないだけではなく、利

用者同士で交流ができるよ

うになるのん

いろんなところにお金をかけるよ

り、お金を集中させた方が、サー

ビスが良くなるのん

公共施設の適正化の進め方

公民館

公民館

公民館

支所
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